
令 和 ６ 年 第 3 回 定 例 会 一 般 質 問 （ 6 月 5 日 ）

宮 﨑  匠  議 員 P 6℡ 0 9 0 -9 7 8 3 -4 6 2 4

❶ 保 育 料 の 完 全 無 料 化 に つ い て

❷ 独 居 高 齢 者 を 対 象 と し た 村 営 住 宅 の 建 設 に つ い て

❸ 観 光 目 的 税 （ 宿 泊 税 ） に つ い て

❹ 漁 業 の 振 興 に つ い て

❺ 地 域 防 災 に つ い て

新 城  哲  議 員 P 7℡ 9 6 7 -8 9 6 7

❶ 名 嘉 真 区 ・ 川 沿 い 安 全 の た め の 柵 、 フ ェ ン ス 老 朽 化

　 に つ い て

❷ 生 活 環 境 の 保 全 ・ 創 出 に つ い て

❸ 安 全 ・ 安 心 対 策 の 拡 充 に つ い て

❹ 農 業 の 振 興 に つ い て

喜 納  正 誠  議 員 P 8℡ 9 6 4 -2 5 8 0

❶ 空 き 家 問 題 に つ い て （ 終 活 ・ 安 心 ）

❷ 山 田 グ ス ク 跡 の 件 に つ い て （ 山 田 校 区 の 活 性 化 ）

❸ 復 帰 5 2 年 こ れ か ら の 5 2 年 恩 納 村 の 将 来 像 に つ い て

安 里  周 作  議 員 P 5℡ 9 6 6 -8 3 5 2

❶ 恩 納 村 内 の 陶 芸 用 の 土 の 重 要 性 に つ い て

❷ 福 祉 支 援 事 業 に つ い て

❸ 万 座 毛 観 覧 料 と 真 栄 田 岬 駐 車 場 代 に つ い て

當 山  直 彦  議 員 P 9℡ 0 9 0 -1 9 4 5 -6 0 7 4

❶ う ん な 中 学 校 の 現 状 把 握 と 本 村 教 育 の 将 来 像 に

　 つ い て

亀 谷  梢  議 員 P 1 0℡ 9 6 6 -2 1 1 5

❶ 恩 納 区 海 岸 整 備 と 環 境 変 化 に つ い て

❷ 人 材 育 成 の 基 本 的 計 画 と 現 在 の 状 況

大 城  節 子  議 員 P 1 1℡ 9 6 5 -3 1 9 7

❶ 一 時 避 難 場 所 に つ い て

❷ 避 難 道 路 に つ い て

❸ 子 ど も の 居 場 所 に つ い て

❹ 道 路 標 識 に つ い て

❺ 地 下 駐 車 場 の 排 水 管 に つ い て

佐 渡 山  明  議 員 P 1 2℡ 9 6 6 -2 4 4 3

❶ 定 住 促 進 に つ い て

令 和 ６ 年 第 3 回 定 例 会 一 般 質 問 （ 6 月 6 日 ）

9 月 定 例 会 開 会 は 、9 月 9 日 （ 月 ） を 予 定 し て い ま す 。

令 和 6 年 第 6 回 9 月 恩 納 村 議 会 定 例 会 の ご 案 内
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安 里 周 作  議 員

福 祉 支 援 事 業 に つ い て

恩 納 村 内 の 陶 芸 用 の 土 の重 要 性 に つ い て

万 座 毛 観 覧 料 と 真 栄 田 岬駐 車 場 代 に つ い て

　 陶 芸 に 適 し た 陶 土 に つ い て 認 識 し てい ま す 。  赤 土 陶 土 は 仲 泊 、  前 兼 久 、  白 陶土 は 安 富 祖 、  名 嘉 真 で 採 取 し て い る 。  恩納 村 史 に も 記 載 さ れ て い て 、  博 物 館 に も展 示 し て い ま す 。

社 会 教 育 課 長

 （ 山 田

 俊 幸 ）

 

恩 納 村 産 の 土 が 陶 芸 に 適 し た 貴 重な 土 で あ る こ と が 陶 芸 家 の 間 で認 識 さ れ て い る が こ の 事 を 把 握 して い る か 。

　 調 査 予 定 は あ り ま せ ん 。  令 和 ５ 年 度に 沖 縄 県 が 村 内 の 調 査 を 行  っ  て い る と伺  っ  て い ま す 。

商 工 観 光 課 長

 （ 親 泊

 誠 ）

陶 芸 に 適 し た 土 の 調 査 を す る 必 要が あ る と 思 う が 考 え を 伺 う 。

　 恩 納 村 の 土 が 貴 重 で あ る と い う 事は 認 識 し て い ま す 。  今 後 は 沖 縄 県 と の情 報 共 有 等 が 大 切 と 考 え て い ま す 。

商 工 観 光 課 長

 （ 親 泊

 誠 ）

　 ６ 月 下 旬 よ り 村 内 の 陶 芸 や ガ ラ ス 工芸 、  染 め 物 な ど の 展 示  ・  販 売 す る ギ ャ ラリ ー シ ョ  ッ プ を オ ー プ ン す る と 伺 っ てい ま す 。

商 工 観 光 課 長

 （ 親 泊

 誠 ）

村 内 の 開 発 中 や 開 発 後 の 残 土 を確 保 し 、  陶 芸 発 展 に 寄 与 す る こ とは 重 要 と 思 う が 、  考 え を 伺 う 。お ん な の 駅 で ギ ャ ラ リ ー を 開 設 する 計 画 が あ る と い う こ と を 、  認 識し て い る か 。

　 対 象 者 は 、

5 3名 を 見 込 ん で い ま す 。

受 付 数 は

１ ７件 で す 。

福 祉 課 長

 （ 石 川

 司 ）

買 い 物 支 援 な ど 、  タ ク シ ー 料 金 助成 事 業 に お け る 対 象 者 の 申 し 込 み件 数 と 利 用 状 況 を 伺 う 。

　 税 額 が 均 等 割 の よ う な 世 帯 は 、  生 活

福 祉 課 長

 （ 石 川

 司 ）

均 等 割 等 で 、  低 所 得 者 の 対 応 と 今後 の 支 援 拡 充 の 考 え を 伺 う 。

　 事 業 内 容 は 、  子 育 て の 手 助 け を し て ほし い 人 と 、  子 育 て の お 手 伝 い を し た い 人が 会 員 と な  っ  て 行 う 地 域 総 合 援 助 活 動を 組 織 化 し た 事 業 で す 。  子 供 の 急 な 発 病や 、

保 護 者 が 病 気 等 の 際 の 子 供 の

預 か り

な ど で す 。  登 録 数 は 、  サ ポ ー ト 会 員 が ８名 、  両 方 登 録 が ６ 名 、  利 用 者 実 績 で 、

３ ５

名 と な  っ  て い ま す 。  村 内 で の 利 用 は 、  令 和５ 年 度 で ７ ７ ６ 件 あ り ま す 。  現 状 は 、  サポ ー ト す る 側 の 会 員 が 不 足 し 、  サ ポ ー トさ れ る 側 は と て も 多 い 状 況 で す 。

福 祉 課 長

 （ 石 川

 司 ）

　 窓 口 に 来 ら れ た 保 護 者 等 へ  の 案 内 を行  っ  て お り 、  支 援 を 要 す る 家 庭 は 、  積 極的 に 案 内 、  周 知 し て い ま す 。

福 祉 課 長

 （ 石 川

 司 ）

フ ァ ミ リ ー サ ポ ー ト セ ン タ ー の 事業 内 容 と 利 用 会 員  ・  サ ポ ー ト 会 員の 登 録 数 を 伺 う 。村 民 へ の 周 知 は ど の よ う に 行 っ てい る か 伺 う 。福 祉 援 助 事 業

の 一

覧 表 が 、  各 家 庭

に あ る と 情 報 が 行 き 渡 る と 思 い ます が 考 え を 伺 う 。

状 況 や サ ー ビ ス の 必 要 性 を 調 査 、  精 査し 対 応 し て い き た い 。  既 に そ う い う 世帯 か ら 相 談 が あ り ま す 。  又 、  支 援 拡 充に つ い て は 、  様 々 な 方 面 の 方 々 か ら 意見 や 助 言 を 参 考 に 、  制 度 改 正 の 必 要 性に つ い て 検 討 し て い き た い 。

福 祉 課 長

 （ 石 川

 司 ）

　 真 栄 田 岬 周 辺 活 性 化 施 設 に つ い ては 、  駐 車 場 代 を 指 定 管 理 受 託 者 の 収 入と し て 、  施 設 管 理 、  そ し て 施 設 の 運 営な ど に 活 用 し て い た だ い て い ま す 。  万座 毛 周 辺 活 性 化 施 設 は 、  観 覧 料 を 施 設管 理 、  運 営 費 に 係 る 指 定 管 理 委 託 費 のほ か に 、  村 と し て 取 り 組 む べ き 万 座 毛文 化 財 指 定 区 域 の 保 全 管 理 な ど 、  指 定管 理 委 託 業 務 以 外 の 財 源 と し て も 活用 す る た め 、  観 覧 料 を 村 の 財 源 と し てい ま す 。

商 工 観 光 課 長

 （ 親 泊

 誠 ）

万 座 毛 観 覧 料 を 村 の 基 金 に 積 立て て い る が 真 栄 田 岬 駐 車 場 代 は 指定 管 理 者 の 売 り 上 げ に な  っ  て い る 。違 い を 伺 う 。

　 福 祉 支 援 の サ ー ビ ス 提 供 の 周 知 は 、多 岐 に わ た る の で 、  そ れ ぞ れ

の 一

覧 表

を 質 量 、  内 容 等 を 精 査 し 、  可 能 な 範 囲で 他 市 町 村 を 参 考 に 検 討 し て 、  作 成 して い け れ ば と 思 い ま す 。
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